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貸付金および借入金

・会社は、事業を行っていく中で、取引先などからお金の「貸付け」を
依頼されたり、資金繰り等の関係で取引先や銀行から「借入れ」を
行う場合がある。

・この場合は、通常（     ）というお金の貸し借りを証明する
書類を取り交わす。この書類には、「金額」・「利息」・「返済方法」・

「返済期限」などが記載される。

・《利息の計算方法》

・《金銭貸借の流れ》

仕訳の練習問題

１．A社は B社に対して現金 100,000 円を貸付けた。なお、年利率は

5％、貸付期間は 6ヶ月という契約である。

２．6ヶ月後、A社は B社に対する貸付金の返済を受け、利息とともに

現金で受取った。

＜A社側の仕訳＞

１． （     ）      （     ）      

２． （     ）      （     ）      
（     ）      （     ）      

＜B 社側の仕訳＞

１． （     ）      （     ）      

２． （     ）      （     ）      
（     ）      （     ）      

お金

A社
（貸付人）

B社
（借入人）

借用証書

【月割計算の場合】

【日割計算の場合】

○用語○
元金…実際に貸し借りをする（利息を含まない）金額

年利率…１年間の元金に対する利息の割合


